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実施概要・実施実績                   

実施概要 

■名  称  ～NEW NORMAL for SENDAI～杜の都復活祭 

■開催日時  ２０２０年１０月３日（土） １０：００～１８：００ 

■開催場所  勾当台公園市民広場 

■主  催  イベントの未来を考える会 

■協  力  仙台七夕まつり協賛会・仙台青葉まつり協賛会・SENDAI 光のページェ 

ント実行委員会・公益社団法人定禅寺ストリートジャズフェスティバル協会 

■後  援  宮城県・仙台市・仙台商工会議所・公益財団法人仙台観光国際協会 

実施実績 

■来場者数  ３，７０４名  最大滞留時間２時間を上限とした入れ替え制を導入 

■時間帯来場者数 

9:30～11:00 388 名 14:00～15:00 359 名 

11:00～12:00 365 名 15:00～16:00 288 名 

12:00～13:00 623 名 16:00～17:00 563 名 

13:00～14:00 446 名 17:00～18:00 672 名 
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発起人代表挨拶 

はじめに、「屋外モデルイベント開催支援補助金事業」への採択をいただき、会を代表い

たしまして御礼申し上げます。 

２月中旬からのイベントの中止・延期、そしてコロナウィルス感染症の拡大は、我々イ

ベント業界初であろう危機の始まりでした。先の見えない不安と売り上げのない恐怖に

かられておりましたが、元々つながりのあった４社が手を携え「イベント未来を考える

会」を発足、宮城県・仙台市への要望書の提出、そしてこの度、仙台市には「屋外モデル

イベント開催支援補助金事業」の補正予算を組んでいただいた際には、我々が採択されな

くても、イベント業界の大きな一歩になるだろうと思っておりました。 

採択を決定いただいた日から本番までの時間が２週間あまりと非常に短い中でした

が、コロナ禍での「最初のイベント」という部分に意味はありました。プレッシャーは勿

論ありましたが、今回の運営会社、スタッフは仙台市の祭りやフェスティバルに関わる人

が多数だった為、少しでも早く実際に本番をやってみて、良かった部分は共有し、改善す

べき点を洗い出し、仙台の賑わいの灯りを消さない為に前に進む必要があったからです。 

イベントを提案しても、人数制限やクラスターの不安からクライアントもイベント開

催について尻込みをしている中、このような支援補助金事業は大きなきっかけをいただ

きました。「コロナ渦において、感染症対策を講じたイベントを屋外で開催することで 

「新しい生活様式」に対応したイベント開催のノウハウを蓄積していきたい」というメ
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ッセージになったからです。 

当日ご来場くださった市民の皆様にも、ご不便をおかけしましたが、しばらくはこのよ

う制限のある形でのイベントになることをご認識いただき、そしてまた我々イベント業

界は「安全・安心・快適」なイベントを目指し、今回のイベントで得た経験を次に活かし

て参りたいと思います。 

 最後に、仙台市、ご出演くださった皆様、ご出店くださった皆様、ご来場くださった

皆様、支えてくださった全ての皆様に心からの感謝を申し上げます。ありがとうございま

した。 

 

発起人代表  鈴木 未来 
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会場概要 
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会場(記録写真) 

【会場全体について】 

新型コロナウイルス感染拡大後、初の大型イベントということで来場者数の予測が出来ず 

開場までにどの程度の来場者の列が出来るか不安でしたが、開場時には１５組程度の列に 

留まり、大きな混乱もなく入場させることが出来ました。概ね２時間程度での入れ替え制を

導入したことにより入場者をコントロールすることができ、ステージ・飲食出店ともに大き

な混雑もなく、適度な混雑を保ちながらフィナーレを迎える事が出来ました。 

 

会場の全景① オープニング 

 

会場の全景② 午前中 すずめ踊り 

 

 

会場の全景③ 午後 和太鼓 会場の全景④ フィナーレ 
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会場(記録写真) 

【入場～退場】 

当イベントの大きな目的は、来場される参加者に皆様にも、これからのイベントは参加者 

も感染対策を講じて臨むということを意識してもらうことがありました。参加者の皆様に

は、混雑時は待機列状態でスタッフが消毒、Google フォームで名前と連絡先を登録(又は署

名)、サーマルカメラで検温、そして、入場許可証代わりの時間帯毎のカラーバンドの装着、

ご不便をおかけしましたが、ほとんどの方々にご理解を頂きトラブルもなくご入場いただ

きました。但し、数名の方が検温や署名を拒みそのままお帰りになったようです。 

 

入場口 A 外観① 

 

入場口 A 外観② 

 

入場口 A 受付① 入場口 A サーマルカメラ 
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入場口 C 入場口 C 

 

 

入場口 C 退場時 入場口 C 
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ステージ運営 
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ステージ運営 

ステージプログラム詳細 

城南高校ダンス部パフォーマンス 

■時 間  10:30～10:40 

  

東北薬科大学 藤村先生トークステージ 

■時 間  11:00～11:50 
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開会セレモニー 

■時間  12:00～12:30 

 

主催者挨拶 

 

宮城県 遠藤副知事ご祝辞 

 

 

仙台市 郡市長ご祝辞 

 

宮城県議会 石川議長ご祝辞 

 

仙台市議会 鈴木議長ご祝辞 

 

テープカット 
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すずめ踊り① 

■12:33～12:45 

  

  

EXDG & 城南高校ダンス部 

■13:00～13:15 
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JAZZ フェスステージ 

■13:30～13:50 
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すずめ踊り② 

■14:00～14:20 

  

  

新しい生活様式トークセッション 

■15:30～16:25 
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出展者関係 

新型コロナウイルス対策アプリの推進ブースを設置して来場者に PR をしました。 

MICA については宮城県職員とアテンダントが会場内で広報グッズの配布を行いました。 

また、今回中止を余儀なくされた仙台市の観光資源事業の PR ブースを設置して、来年の 

開催に向けて来場者に協力要請をしました。 

宮城県 MICA・厚労省 COCOA 推進ブース 

  

本年度中止の観光資源事業ブース 

 

定禅寺ストリートジャズフェスティバル 

 

光のページェント、青葉まつり 
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出店者(飲食関係) 

新型コロナウイルス感染拡大により、苦境に立たせられている仙台市内の飲食店１１店 

舗に出店していただきました。店舗にはビニールシート又はアクリル板を設置し感染対策

を講じ、お客様と現金の直接の受け渡しを避けるため、キャッシュレス会計を推奨しました。 
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イベントアテンダント関係(スタッフ、コンパニオン、警備員) 

スタッフ(ディレクター、AD、クリーン、各入場ゲート、エコ)、ブースコンパニオン(アテン

ダント)、警備員 ４０名を超える人員を配置し感染予防及び啓発活動を実施しました。 

 

カラーバンド装着 連絡先の署名 

 

エコブース クリーンスタッフ 

 

入場時の諸注意 サーマルカメラ対応 
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入場時の説明 会場内巡視 

 

 

入場時の整列誘導 

 

 

入場時の案内誘導 
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掲載記事等(新聞、テレビ局) 

 

河北新報 R2.10.4 朝刊 
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主催者総括 

～NEW NORMAL for SENDAI～杜の都復活祭の大きな目的は、新型コロナウイル

ス感染予防策を講じたうえで屋外イベントを開催し、見えてくる様々課題を

検証して、今後屋外イベントの再開に向けた動きを促進するものです。 

さらに、当会としてはイベント会社の目線での大きな目的もありました。そ

れは、WITH コロナ時代における、参加する側、主催する側のイベントに対す

る意識改革です。当イベントは、当会が９月に策定した全国初のイベント開催

ガイドライン～宮城・仙台～に基づき、新しい生活様式を励行しながら、参加

する側、主催する側が共に同じ意識を持ち、今後のイベントを安全・安心に開

催できるように、その方法や手法について地域と共に啓蒙していくことでし

た。また、もう一つの目的は来年度開催を予定している観光資源事業(七夕ま

つり、青葉まつり、定禅寺スリリートジャズフェスティバル)、そして、今年

の開催を検討している SENDAI 光のページェントの先駆的実証事例とすること

です。 

 当イベントは、WITH コロナ時代の新しい試みとして、勾当台公園市民広場

で大型イベントとしては異例となる入場制限を設け、安心の証である時間帯

別のカラーバンドで人数の管理を行いました。来場する側も主催する側も従

来の考え方からすれば非常に面倒であり、不便であると思います。しかし、こ
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れからのイベントは賑わいの創出と共に万全な感染症対策を両立出来て初め

て安全・安心のイベントが成立するということを実証できたと思っておりま

す。 

結びに、当イベントの開催にあたり、ご尽力を賜った全ての皆様に感謝を申

し上げると共に、イベントの未来を考える会は、これからも宮城・仙台におけ

る安全・安心なイベントの開催のために邁進していくことを約束してイベン

トの総括といたします。 

イベントの未来を考える会 

事務局長  清水 俊弘 

 

 


